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伝統的建造物群保存地区とは

　城下町・宿場町・門前町など、全国各地に残る歴

史的な集落・町並みの保存を図ることを目的につく

られたのが伝統的建造物群保存地区の制度です。国

は、市町村が定めた伝統的建造物群保存地区の中か

ら、価値の高いものを重要伝統的建造物群保存地区

として選定し、市町村の保存事業への財政的援助や

必要な指導・助言を行っています。

　ことし４月現在、68市町村で79地区（合計面積

約2,996ha）が重要伝統的建造物群保存地区に選定

されています。

関東地方における重要伝統的建造物群保存地区

　群馬県・六合村…赤岩（山村・養蚕町）

　埼玉県・川越市…川越（商家町）

　千葉県・香取市…佐原（商家町）

※茨城県内では現在のところ指定されている地区はありま

　せん。
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伝統的建造物群保存地区保存条例についての質疑の中から主な質疑を抜粋して掲載します。
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　常陸三山（筑波・足尾・加波）の山懐に抱かれた旧真壁町

の市街地は、戦国時代末期から江戸時代初期にかけてつく

られた町割り（道筋）が現存し、蔵や門とともに歴史的な景

観を築いています。歴史をひもとくと、平安時代末期、平氏
たいらのたけもと

一族から出た平 長幹が真壁地方を拠点とし、真壁長幹と名

乗りました。これが真壁氏の始まりです。真壁氏は430年

にわたりこの地を統治しましたが、関ヶ原合戦後、盟主で

あった佐竹氏とともに常陸国を去ることになります。その

あ さ の な が ま さ

後、真壁は浅野長政の所領となりましたが、浅野家が笠間に

移ると、真壁は笠間藩の飛び地となり、明治維新まで笠間藩

の陣屋支配を受けてきました。

　江戸時代の真壁は筑波山西麓の経済・文化の中心地として

栄え、月に12回も市が立つほど賑わいました。江戸時代後

期になると、市街地で大きな火災があり、この火災後、商家

では防火性の高い見世蔵や土蔵を建てるようになりました。

　明治・大正・昭和と近代化が進む中、見世蔵や土蔵は少し

ずつ姿を消していきましたが、平成５年から、住民による町

並み保存運動が始まり、今は104棟が国登録文化財となり、

400年前の町割りとともに息づいています。

真壁町屋敷絵図（塚本 清氏所蔵）真壁の町並み（桜井地区）
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